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NETIS登録番号 担　　　当

社　　名　　等 電話番号

技術の概要

　 機器追加により遠方監視システム対応可能（川表・裏水位、ゲート開度）

5.活用実績（2022年 9月30日現在）

国の機関　39件（九州　0件、九州以外　39件）

自治体　   11件（九州  0件、九州以外   11件）

「技　術　概　要」

従来は敷段差のない既設の引上げ式樋門ゲート設備を無動力自動化するにあた
り,既設の水路を大幅に改修し敷段差を設けていた。しかし敷段差を不要とすること
で土木構造物の改修範囲が減少し,また翼壁の長さの制約もなくなった事により、
一層の低コスト・短工期でのゲートの無動力自動化を可能としました。

③適用範囲

　 □1.0m～□2.0m程度が特にコスト削減効果が高くなります。

①自然条件

　a 水路の推泥、推砂が比較的少ないこと

　b 水路に玉石などが常時堆積していないこと。

②現場条件

　a 水路翼壁の条件はフラップゲート同様。

　b 翼壁が無くても設置可能です。

4.技術の範囲

2.新技術の内容

1.技術開発の背景及び契機

民　 間　   　0件（九州  0件、九州以外  　0件）

④懸念事項

3.新技術の効果

HK-190010-A

旭イノベックス株式会社

九州営業所　土田　智雄

092-892-4521

「バランスウェイト式フラップゲート」と「下端揺動式水密ゴム」を組み合わせること
により、フラットな水路底面においても下部の水密を確保でき、水路の敷段差を不
要としました。「下部揺動式水密ゴム」は、扉体の内部に収納されたウェイトフロー
トにより、扉体の開閉に合わせて、水位の変動により開閉を行います。

①社内での水路実験（0.70m×0.70m）により、樋門ゲートとしての機能は確認済み
です。
②敷段差を設置した自動開閉式ゲートとの比較ではゲート工事費+土木工事費で
60％程度のコスト削減また、短期間での施工が可能になりました。

　 波浪の影響、土砂堆積が懸念される場合は個別に検討が必要となります。

技　術　名　称
下部水密可動式

無動力自動開閉ゲート
担当部署 土木鉄構事業部
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6.写真・図・表

通常 増水
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担当部署 九州支店　土木営業部

担当者 石田　邦洋

NETIS登録番号  KT-120108-VR 電話番号 092-739-7002

会社名等 株式会社ピーエス三菱 MAIL kuni@psmic.co.jp

技術の概要

２．技術の内容

３．技術の効果

　既設PC構造物のグラウト充填不足部内で腐食したPC鋼材を確実に錆止めすることができ
る工法である．従来は一般的な材料を用いたグラウト再注入工法が適用されていたが，腐食
したPC鋼材の錆の進行を止めることは困難であった．
　本工法は，既存のPC構造物のグラウト充填不足部の補修に適用が可能で，亜硝酸リチウ
ム水溶液の注入と亜硝酸リチウム添加補修材の充填の組み合わせにより，確実な再不動態
化と腐食抑制に非常に優れたグラウト再注入が可能となる．
　なお，注入方法については，従来の真空ポンプを用いた注入でなく，小間隙の箇所への充
填性を向上させるため，ヘッド圧を利用した自然流下方式による充填方法としている．（図-2
参照）

　ポストテンション方式のPC橋において，グラウト充填不足が生じている場合，橋面あるいは
桁端のPC鋼材定着部位から，凍結防止材に起因する塩化物イオンが侵入し，PC鋼材の著し
い腐食や破断が報告されている．補修方法としては，一般的な材料を用いてグラウト再充填
を行う場合が多いが，グラウト再注入をおこなっても，そのグラウトはシース内を充填するもの
の，PC鋼材（素線）のまわりには，グラウトが充填されていない．（写真-1，図-1参照）
　そこで，亜硝酸リチウム水溶液を用い，腐食が発生している鋼材まで水溶液を浸透させ，鋼
材表面を再不動態化させることで，既設PC橋の長寿命化と維持管理の容易な技術を開発し
た．

　亜硝酸リチウム水溶液が，腐食したPC鋼材の塩化物イオンを含む錆層に浸透し再不動態
化させることで，高い腐食抑制効果が得られる．さらに，亜硝酸リチウム添加補修材を充填す
ることで，さらに耐久性が向上する．（図-3参照）

　主ケーブル，せん断鋼棒，横締めケーブル・鋼棒など，あらゆるポストテンション方式のPC
鋼材に対して適用可能である．

　　国の機関　　　19件　（九州　1件，九州以外18件）
　　自  治  体 　　 80件　（九州　1件，九州以外79件）
　　民　  　間　　　 13件　（九州　2件，九州以外11件）
　

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年3月31日現在）

技 術 概 要　

技術名称 リパッシブ工法

１．技術開発の背景及び契機

技術のホームページ
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６．写真・図・表

ヘッド圧

特長③
定着部近傍まで高弾性の
極細径排気用チューブを
挿入することにより、グラウト
充填不足部端部近傍まで
確実に充填できます。

定着部背面

コンクリート

特長②

補修材の継続的な
ヘッド圧により、定着部
背面の通気性に応じた
充填性の向上が
得られます。

特長①
透明管を用いた自然流下
方式による低速充填に
より、鋼線間などの
小間隙への充填性が
向上します。

写真-1 グラウト再充填状況（試験結果）

PC鋼材（素線）の周囲にグラウ

ト未充填が見られる

図-1 グラウト再充填状況（概要図）

再注入グラウト

グラウトは素線の間には浸透しない．

図-2 充填材の充填方法（自然流下方式）

グラウト充填

(3)亜硝酸リチウム添加補修材充填

図-3 技術の概要と腐食抑制メカニズム

不足部
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担当部署 土木建設営業本部 福岡建設グループ

担当者 前川 哲也

NETIS登録番号 ＫＴ－２１００６５－Ａ 電話番号 092-551-1764

会社名等 コニシ 株式会社 MAIL maekawa-tetsuya@bond.co.jp

技術の概要

　近年、コンクリート構造物は中性化や塩害などによる劣化機構により、変状が生じ変状箇所の

コンクリート部材の一部が破片として落下することがあります。特に橋梁と道路並びに鉄道など

の立体交差部やトンネルなどの覆工部では、このようなコンクリート片のはく落が発生した場合

第三者災害を招く可能性があり、危険な状態にあるといえます。当工法は、この第三者災害を

未然に防ぐことを目的として開発されたコンクリート片はく落防止対策システム工法です。T桁橋梁

などのような複雑な形状に対応可能な、はく落防止用シート(連続繊維シート)を用いないものであり

、透明な樹脂を使用することで、はく落防止対策工の施工後、下地コンクリートの視認性が確保

され、ひび割れや浮きといった経年劣化等が目視で容易に確認、点検できる工法として上市して

おります。

　強靭な特殊変成ポリウレアウレタン樹脂を主要材料にしているため非常に柔軟性の高い

硬化皮膜を形成しています。そのため、コンクリート片のはく落に対し大きな変位量でもはく落

防止性能(押抜き性能)を発揮し、ひび割れの追従性に優れた工法です。また、本、VMクリア工法

のポリウレアウレタン樹脂の特性としては施工可能な温度の領域が従来タイプであるエポキシ

樹脂の5℃～35℃と比べ-5℃～40℃の施工可能を実現しました。これにより冬期の氷点下での

環境下の施工にも対応ができ寒冷地での施工や繁忙期である冬期の施工が容易です。その他

あらゆる温度領域(-30℃～50℃)に於いても良好なはく落防止性能(押抜き性能)を有します。工程

につきましても最短で施工日数が2日で完了するためトータルコストの低減や緊急性を要する

施工にも適した工法です。

・道路や鉄道、建築物などコンクリート片がはく落することで第三者災害が発生する懸念がある

　箇所

・緊急性が非常に高い箇所

・十分な規制時間や区間を確保できない箇所

・施工後、下地躯体にひび割れ発生や変形等が生じる恐れのある箇所

・複雑な形状のコンクリート構造物

・中性化抑制や塩害対策等が必要なコンクリート構造物

・道路や鉄道の高架橋や跨線橋に於ける桁や高欄及び床版、橋台等のコンクリート部

・建物に於ける柱や壁及び屁、堀等のコンクリート部

・共同溝や地下通路に於ける壁や天井等のコンクリート部

国の機関　　38件  

自治体　 　　78件

民間　       　12件

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年9月30日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ボンドＶＭクリア工法技術名称
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６．写真・図・表
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NETIS登録番号 ＫＫ-２２００２９-Ａ 

担当部署 経営企画室

担当者 川部

電話番号 06-6312-2071

会社名等 関西オートメイション株式会社 MAIL kawabe@kansai-automation.co.jp

技術の概要

２．技術の内容

５．活用実績（2022年11月1日現在）

国土交通省 河川事務所 一級河川水位

都道府県 滋賀県 農業用水

市町村 東京都港区 防災設備

摂津市 用水路

民間企業 約300台以上出荷。

・VEGAPULS C23　測定範囲30m  ﾋﾞｰﾑ角4° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

特定小電力によるレーダ式水位
計

技術名称

・電波の特性を活かしつつ小型軽量、低価格を実現した。

・屋内外問わず使用可能とするため特定小電力で電波法の認証を取得した。

・Bluetooth機能でｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・PCでセンサから離れた場所での設定や変更が可能となった。

・挟角、直進性を高めるため80GHzの高周波数を使用した。

・非接触のため取付けが簡単、作業時間の短縮で初期費用が抑えられた。

・VEGAPULS C11　測定範囲 8ｍ　ﾋﾞｰﾑ角8°防爆なし　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS   21  測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS 　11　測定範囲 8m  ﾋﾞｰﾑ角8° 防爆なし　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

河川・湖沼や水路の水位計測は投込式等の接触型、超音波や電波を使用した非接触型に
大別される。水面下の沈殿物や水質に影響がなく初期費用が安価な非接触型は有効とされ
たが超音波式は気象条件や温度変化、結露等の自然現象の影響を受けやすく、従来の電
波式水位計は大きく高価、電波法に抵触する恐れがあり屋外の使用に制約があった。様々

な制約を受けず安定した水位計測が必要となった。

レーダ式水位計VEGAPULS31シリーズは小型軽量、低価格を実現。

・特定小電力で電波法の認可取得済、屋内外問わず使用可能となった。

・Bluetooth機能で納入後も近くから設定、変更が可能。安全、短時間での作業が可能になっ
た。

・VEGAPULS C22　測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

・VEGAPULS C21　測定範囲15m  ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ無し

NETIS登録対象機種　　共通：特定小電力、周波数80GHz、消費電力0.5W、BLUETOOTH機能　

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

・周波数80GHzで直進性に優れ狭いﾋﾞｰﾑ角での使用が可能となった。

・電波を使用することで風雨､温度変化、霧、結露等の自然現象の影響を受けず測定が可
能。

・VEGAPULS 　31　測定範囲15m　ﾋﾞｰﾑ角8° HART通信　防爆あり　ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲあり

67



VEGAPULS 31型 VEGAPULS　C21型

６．写真・図・表
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